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多島圏研究センターにおける最近の海外調査研究動向

鹿児島大学多島圏研究センター 2007年11月

多島圏研究センターの最近の海外調査研究の

大きな特徴として二つ上げることができよう。

一つは、調査研究のテーマ設定および対象がよ

り具体的かつ特定地域に特化してきたことであ

る。二つ目は、国際共同研究のネットワークと

拠点形成を意識した取り組みである。

第一の具体的のテーマと対象地域の設定につ

いて、平成17年度以降、「地球温暖化」と「グ

ローバリゼーション」というより具体的なテー

マについて、主にミクロネシアを対象に取り組

んできた。とりわけ「温暖化」については、平

成17年度鹿児島大学教育改善推進費を獲得し、

｢地球温暖化と小島I典に関する国際共同研究」

というテーマで、フィジーとミクロネシア連邦

チューク環礁において共同調査を行った。また、

同年、太平洋島||典域の地球温暖化問題の専門家

として世界的に知られる南太平洋大学のパトリッ

ク・ナン教授を外国人客員教授としてセンター

に招聴し、平成18年２月４日にはナン教授をは

じめ、内外から５人の専門家を集めて鹿児島大

学稲盛会館で地球温暖化に関する公開シンポジ

ウム「地球温暖化と太平洋島'1典地域」を開催し

た。これは、市民に対筆する地球温暖化の啓蒙活

桑原季雄

(法文学部・多島研プロジェクト部会長）

動という点でも大きな貢献であった。

平成18年度は、こうした流れを受けて地球温

暖化のテーマを科学研究費での研究に発展させ、

科学研究費補助金（基盤Ｃ（企画)）と鹿児島

大学教育改善推進費を獲得し、それぞれ「環礁

域の環境変動:国際共同研究による拠点形成」

と「太平洋島限共生圏構築にむけた国際共同研

究」という研究テーマのもとに、ミクロネシア

連邦チューク州において学際的共同調査研究を

行った。現地調査は、平成18年９月10日～１９日

まで第一次隊６名がチューク環礁で地球温暖化

の影響に関する調査を行った。調査は環礁の最

北端のビス島と南西側に位置するロマヌム島の

２つの島で農作物や害虫など陸域の生態系およ

び沿岸域の生物多様性への温暖化の影響調査、

さらに基礎資料収集のために家族。世帯調査な

どの社会調査を行った。また、１１月12日～19日

まで第二次隊４名が同じくチューク環礁で、農

作物や陸上生態系への温暖化の影響調査や社会

調査を行った。

平成17年から行ってきた地球温暖化の太平洋

小島|I典（環礁）に与える影響に関する調査結果

から、環礁域には温暖化以外のその他の要因も
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大きな影響を与えていることがわかり、そうし

た要因についても考慮する必要が出てきた。そ

の最も重要な要因の一つにグローバリゼーショ

ンの問題がある。そこで、平成19年２月３日に

は、南太平洋大学やグアム大学から気象学やミ

クロネシア研究の専門家を招聴して国際シンポ

ジウム「気候変化とグローバリゼーションー南

太平洋島喚域における環境と人々の生活一」を

稲盛会館で開催し、島峻域におけるグローバリ

ゼーションの影響についての理解を深めること

ができた。さらに、平成19年度に、科研費（基

盤研究Ｃ(一般)）「ミクロネシア環礁域生態系

における環境変動の影響を類型化するための定

量的調査」を獲得し、地球温暖化とグローバリ

ゼーションという２大要因が太平洋小島喚域の

社会経済システムと自然環境にどのように影響

しているかということに関する本格的な調査を

開始した◎本研究の最大の特徴は、まず、グア

ムとミクロネシア連邦の間、およびミクロネシ

ア連邦各州内の州都と離島の間にそれぞれ「中

心一周辺」的な関係性を想定し、次に、グアム

からの地理的距離の近い順に、ヤップ州、チュー

ク州、ポンペイ州という３つの調査対象地域を

設定するとともに、各島々の自然環境と社会経

済システムにおいて地球温暖化とグローバリゼー

ションの影響を受けやすい項目に絞ってアンケー

ト調査と現地調査を実施するというものである。

そうした定量的調査によって影響の度合いを数

値化し、統計処理によって現状を把握すること

を目指している。

こうした仮説をもとに、平成19年11月７日～

19日までミクロネシアのポンペイと周辺の２つ

の外島（ピンゲラップ環礁とモキール環礁）で、

センター教員３名と兼務教員２名の計５名で、

十分に練り上げたアンケート調査を中心に現地

調査を行った。２０年度に予定しているヤップ州

での調査をもって、予定していた、ヤップ、チュー

ク、ポンペイの３つの地域のデータがすべて出

揃う予定である。その後の作業としては、これ

ら３つの地域の各島々の地球温暖化とグローバ

リゼーションの影響の度合いを数値化し、多変

量解析による統計処理を行って、島間の影響を

比較、類型化し、最後に、それぞれの影響につ

いてモデル化の試みを行う予定である。

このように、本研究は海、陸、文化、経済の

４つの視点のすべての結果について数値化し統

計処理をすることで完全に各データの統合を行

い、環礁域への環境変動の影響を解明しようと

いうものであり、新しい学際的地域研究のひと

つの方向性を示す研究となることを目指すもの

である。

第二点目の特徴である国際共同研究ネットワー

ク形成の推進と拠点形成の取り組みに関してで

あるが、まず、温暖化問題は地球規模の問題で

あり、各国の利害関係が複雑に絡み合っている

ため、この問題の解決には国際レベルでのネッ

トワークとコンセンサスの形成および解決へ向

けた国際共同研究が必要である。この点で、多

島圏研究センターは、鹿児島大学と交流協定が

あり、かつ太平洋島|i喚研究の中心的な研究機関

および海洋研究の先端的研究を行っている外国

の３つの研究機関、即ち、南太平洋大学（フイ

ジー)、グアム大学、韓国海洋研究院（KORDI）

との間に、共同で温暖化に伴う環境変動とその

影響を研究するためのネットワークを構築しつ

つある。事実、多島圏研究センターは、平成１８

年９月のチューク環礁での調査の帰途、第一次

隊がグアム大学を訪問し、グアム大学の学長や

ミクロネシア研究センターのスタッフと協力関

係の構築に向けて懇談したのをはじめ、2007年

２月３日には多島圏研究センターに南太平洋大

学、グアム大学、韓国海洋研究院（KORDI）



の研究者を招増して国際シンポジウムを開催し､

大学間のみならず研究者間の協力関係も構築し

つつある｡また､同センターはこれまで､南太

平洋大学とグアム大学からすでに複数の研究者

を客員研究員として招増してきた実績があり､

今後は韓国海洋研究院との間に同様の実績を構

築していく必要があろう｡

最後に､拠点形成の取り組みに関して付け加

えるならば､韓国海洋研究院はチュ-ク環礁に

自らの研究所を持ち､この地域で大きな成果を

あげている｡グアム大学ミクロネシア研究所は

ミクロネシアの専門家が多く在籍し､ミクロネ

シア研究の世界的中心としての地位を確立して

いる｡南太平洋大学は太平津島陳の12の国と地

域が形成する大学で､太平津島瞑域の研究者が

多く在籍し､またフィジーに関する研究の中心

的役割を果たしている｡他方､鹿児島大学多島

国研究センターについて言うならば1981年に

南方海域研究センターとして発足して以来､一

貫して､学際的共同研究体制にたって､主に､

太平津島境域およびニューギニア､フィリピン､
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日本の南西諸島を含む広範囲の地域をカバーし

つつ大きな成果を挙げてきた｡しかし､前述の

外国の3つの研究機関と比較するとやや独自性

が欠けるように思われる｡従って､島瞑研究の

世界的拠点の一翼を担うことを目指すのであれ

ば　今後は､テーマや対象地域､調査研究方法

においてセンター独自の個性をより一層強くし

ていくことが強く求められるであろう｡その意

味でも､現在進行中の研究の成果は､今後の多

島圏研究センターの将来を占う上で大変重要な

意味をもっているように思われる｡
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手作りのカヌー(ピンゲラップ環礁)

多島国研究センター研究会発表要旨

第76回　　　　　　　　2007年3月5日

｢生きている化石｣オウムガイの生物学

塚原潤三

(鹿児島大学理学部)

私が鹿児島大学に赴任したのは1982年4月で､

すぐに南方海域研究センターの兼務教官の手続

きをした｡また､早坂祥三教授を中心とする

｢オウムガイ研究グ)レ-プ｣に参加させていた

だき､早速､同年11月10日から約一ケ月半､水

産学部練習船｢かごしま丸｣による南海研の総

合学術調査の一環として､フィジーおよびソロ

モンのオウムガイの調査に出かけた｡それ以来､

フィジー(1983)､パプアニューギニア(敬天

丸:南海柳の総合学術調査)､パラオ(1988,

1989)､フィリピン(1992, 1993)と､南太平

洋の島々でオウムガイのフィールド調査をする

機会を得た｡

現生オウムガイは､ 1属､ 5種類が知られて

いるが､その生息海域は南西太平洋に限られて

いる｡中でもオウムガイ(Nautilus pompilius)

は､その生息域が最も広い｡生息水深は100m

～500mと幅があり､昼間は岩陰に休んでいる

が､夜間は上昇して､餌をとる(Ward, 1980)｡

多くの隔室のある特有の殻をもち､水深に応じ
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て浮力調節をすることが知られている。

オウムガイは雌雄異体であり、軟体部の最後

部に生殖巣がある。卵巣にはいろいろな大きさ

の卵母細胞があり、最も発達した卵母細胞は直

径が1.5cmを超え、重さも３９程になる。一方、

雄の精巣で作られた精子は、膜に包まれた大き

な塊（精包）となり、交接（copulation）によっ

て雌に渡される。飼育実験から、産卵は最も多

い場合は、1-2週間に１個ずつ産卵することが

分かった。産卵時には卵は固い殻で被われ、窪

みに粘着するように産みつけられる。産卵後

145日たった卵殻に包まれた旺を取り出して内

部構造を調べると、オウムガイの基本的な器官

や組織とともに殻の一部が作られており、おそ

らく幼生が僻化するのは300日程度かかると思

われた。

第77回 2007年４月１６日

小さな島から世界へ：

中世アイルランド「聖人」の活動

田中真理

（鹿児島県立短期大学文学科）

７世紀から１２世紀までの中世初期はアイルラ

ンドにとって「黄金時代」と称される。ローマ

帝国の支配を受けることのなかったこの辺境の

島は５世紀にキリスト教の宣教を受け入れる。

中央集権的な政治体系を持たなかったがゆえに

文化の中心は王宮ではなく、各地に建てられた

修道院を中心として、独特のキリスト教文化を

花開かせ、「聖人の島」としてヨーロッパ各地

に知られた。比較的平和的に改宗が進んだアイ

ルランドでは、殉教聖人は皆無で殆どが修道院

設立の功を称えられた「創設聖人」で、「聖人

録ｊに記録された聖人の数は現存する修道院跡

をはるかに上回り、「聖人の島」と呼ばれただ

けのことはある。しかしアイルランドを「聖人

の島」にしたのは、これらの国内の修道院文化

だけではない。修道士たちの熱意は国内での活

動に飽き足らず、次々と海を越えて民族大移動

の混乱の渦中にあるヨーロッパ大陸に向けて漕

ぎ出し、そのキリスト教文化と宣教活動を逆輸

出し始めたのである。かくして大陸の各地に、

アイルランド人修道士によって創設された修道

院や教会、その付属施設がいくつも誕生し、一

定のステータスを確保するまでになる。旅行そ

のものが困難な時代に、小さな島の人間が行っ

たグローバル（中世的な意味での）な活動には

驚かされるが、同時に海外に出たアイルランド

人修道士同士の同朋意識の存在も興味深い。

第78回 2007年５月22日

インド・太平洋域におけるスズキ目

ツバメコノシロ科魚類の分類学的研究

本村浩之

（鹿児島大学総合研究博物館）

ツバメコノシロ科魚類は全世界の熱帯から温

帯域の海水、汽水、および淡水域に広く分布す

るスズキ目のｌ科である。全長２ｍに達する大

型種も知られており、特に南アジアと東南アジ

アでは重要なタンパク源として、年間１０万トン

以上が漁獲されている。そのため、これまでに

多くの資源学的研究が行われてきたが、それら

の報告のほとんど全てが、複数種が混在されて

いたり、誤同定に基づいていた。このような背

景のもと、本科魚類の分類学的研究は、国連食

料農業機関によって急務であると指摘されてい

た。

また、本科魚類は水産上重要種であるばかり

でなく、一部の種は‘性転換すること、胸鰭遊離

軟条によって特異的な索餌行動をとること、鱒

に側突起が存在し筋肉と鱒を連絡していること

など、魚類学上でも極めて興味深い分類群であ



る。

私は1998年から2001年の４年間を中心に、特

に分類学的に混乱していたインド・太平洋域に

生息する本科魚類の研究を行い、１新属、７新

種、ｌ新亜種の発見を含む６属33種を有効種と

して認めた。今回の研究会では、インド・太平

洋産６属（Eleutheronema,Filimanus,Leptomelanosoma，

Parapolynemus，Polydactylus，Polynemus）のうち、

Eleutheronema,Leptomelanosoma，Polydactylus，および

Polynemusの４属に重点をおき、各属からいく

つかの種を紹介するとともに、各種の分布とそ

の意味，種内変異，成長に伴う形態的変化、‘性

転換、種分化の仮説、形態の機能的役割、摂餌

行動なども解説し、ツバメコノシロ科魚類の多

様‘性を探った。

第79回 2007年６月25日

約半世紀、奄美シマウタの変容

小川学夫

奄美で開かれるシマウタ大会では、今も昔も

２人のウタシャが舞台に並んで出ることがほと

んどである。だからといって、唄のすすめられ

かたが同じだということにはならない。今は、

多くの場合、１人のウタシャ（歌い手）がある

曲を歌えば、もう一人はハヤシ部分だけを歌う

という形をとる。主役のウタシャがサンシン

(三味線）を弾かない場合だけ、ハヤシ方が弾

き手を兼ねることになる。

私の印象だと、２０年くらい前まではそうでは

なかった。ペアーで舞台に出ることは同じなの

だが、２人は男女であることが多く、かつ同等

の立場であって、一節づつではあるが、唄の掛

け合い（唄問答）をするのが普通だった。

それが、今のように１人が歌えば、もう１人

がハヤシをするだけでその曲が終わり、次の唄

に移るという形が主流になった。これはどうい
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う理由によるものだろう。

１つは、シマウタの基本が唄掛けであること

をほとんど忘れたことである。もう１つは、ウ

タシヤ１人１人があまりに個性的な唄を目指し

たために、２人が同じメロデイーや、リズム、

テンポ、同一のピッチで歌うことが難しくなっ

たことだ。

この１例をみても、シマウタが近代化の道を

歩んできたことが理解いただけると思う。

４５年ほどシマウタとつきあってきたひとりと

して、シマウタが変容してきた諸々の事象を紹

介した。

第80回 2007年７月23日

地域診断手法としてのフオトボイスの応用

波多野浩道

（鹿児島大学医学部保健学科）

本研究の目的はPhotovoiceの地域診断への応

用可能性を明らかにすることである。

ｌ）アセスメントするテーマにより映像化の難

易に違いがあるか、対象とする集団の特性によ

り、必要な工夫に違いがあるか。

２）Photovoiceを他のアプローチと組み合わせ

て用い、Photovoiceの信頼性・妥当性、手法と

しての可能性を明らかにすること･

対象地域として群島主島、群島属島の５集落

を選定した。対象者は，小学生とその保護者を

主とする成人とした。

データ収集方法は、・物語のついた写真の収

集・撮影された写真のグループ討議である。

グループ討議には研究者が外部ファシリテー

ターとして参加した。尚、学内倫理審査委員会

に実施計画を諮り，非該当と判定された。アク

ションリサーチの結果，有効′性については、

Photovoiceの３段階の目標の達成度で評価した

が、一部課題に取り組みつつある段階（第２段
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階）の集落もあったが、意見の共有化を図れた

にすぎない段階（第１段階）の集落もあった。

課題ｌのアセスメントするテーマについては、

学童の場合、テーマにより映像化の難易に違い

があった。集団により違いがあったが、どのよ

うな特』性による差異なのかは解明できなかった。

課題２については、Photovoiceをグループ討

議に用いて検討した。家庭学級、老人クラブ、

公民館講座にて、CommunityMeetingを、収集

したPhotovoiceを用いて行なった。研究者によ

るWindshieldSurveyと、住民のPhotovoiceで

のグループ討議の結果は近似しており、妥当性

が一部実証された。Photovoiceは地域診断方法

論の開発・発展に貢献するものと考える。

第81回 2006年９月１０日

竹の焼畑

-竹の再生力を生かした持続可能な焼畑-

川野和昭

（鹿児島県歴史資料センター蕊明館）

中尾佐助や佐々木高明を中心とした「照葉樹

林文化論」に「竹」に対する眼差しが注がれな

かったのは不幸なことであった。彼らが照葉樹

林帯と規定した地域は、同時に竹を重要視する

焼畑が存在する地域でもあり、竹は正しく照葉

樹の一つとして認識されるべきであり、ラオス

北部の焼畑民はその眼差しで竹の森を理解して

いると言ってよい。

ここでは、彼らの焼畑を竹という側面に焦点

を絞り、対象とする森と竹と水、森の伐採の禁

忌と水、竹と焼畑作物、稲種の逃亡・復活と竹、

森の再生と竹に関する伝統的技術について、南

九州とラオス北部山岳地帯の焼畑民の文化を比

較してみたい。そのことをとおして、そこに竹

の再生力を生かした持続可能な焼畑として、

｢竹の焼畑」と呼びうる伝統的な技術が存在す

ることを明らかにした。

また、そのことがこれからの緑の地球の再生

を考える上で、人と森との関わり方のモデルを

示すことにつながっていくという見通しも示し

た。

第82回 2007年11月１日

ブルターニュの伝統音楽における

ワールドミュージックの影響

YvesDefrance

（レンヌ第二大学、民族音楽学者）

ブルターニュ音楽は西ヨーロッパの伝統音楽

のなかで、いま最も活気がある音楽です。ブル

ターニュの人口は400万人ほどですが、演奏者

の数は２万人にも上り、そのうちかなりの人が

プロの音楽家です。この成功を可能にしたのは、

多様な現代生活にも上手く適応し、外来のメロ

ディーやリズムを外来の楽器で演奏することも

厭わないフレキシビリティーの高さです。ブル

ターニュ文化の基底にある要素を変えることな

く、２０世紀後半を通じて、この地方の音楽家た

ちは外部からさまざまな音楽的要素を借りてき

ました。そこにはスコットランドやアイルラン

ドなどのケルト圏の諸地域はもちろん、北アフ

リカ、黒アフリカ、仏領西インド諸島、中東あ

るいはインドの音楽的伝統も含まれています。

実際に音や映像を見ていただきながら、これま

でのブルターニュ音楽の進展と現在の展開を概

観した。
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多島域フォーラム･シンポジウム

2007年１０月20日（土）

多島域フォーラム・シンポジウム

「闘牛ネットワークと周辺-周辺」

１３：００～１７：００

鹿児島大学大学院連合農学研究科３階会議室

闘牛というと、世界的に知られているのは人

と牛が対戦するスペインの闘牛であるが、東ア

ジアを中心に盛んに行われてきたのは牛と牛が

闘う闘牛である。中でも、日本のいわゆる周辺

地域においては、それぞれの地域に根ざした闘

牛文化が存在し、近年、闘牛の観光化が進んで

闘牛場も整備され益々盛んになりつつある。

日本の闘牛の特徴は、これら闘牛開催地同士

が連携して闘牛サミットを開催するなど、緊密

な関係を結びつつあるということである。こう

した現象は、世界にも例をみない日本独自の新

しい現象であり、社会のグローバル化が進展す

る中で注目に値するが、これまでこうした現象

を学問的に捉える試みはほとんど行われてこな

かった。本シンポジウムは、闘牛に関する全国

で初めて学問的なシンポジウムである。日本の

周辺地域で展開している極めてユニークな文化

現象である闘牛を題材として、「周辺一周辺」

ネットワーク、つまり大都市などの既存の「中

心」を媒介としない社会的ネットワーク構築と

いう視角から、グローバル化時代における地域

社会の文化状況について考えた。なお、当日は

テレビ会議装置を利用して、鹿児島大学奄美サ

テライト教室徳之島分室からも討論に参加した。

１．石川菜央

（名古屋大学大学院環境学研究科）

「闘牛を通した全国交流と徳之島」

２．大本敬久

（愛媛県歴史文化博物館主任学芸員）

「牛をめぐる民俗と地域差」

３．大久保明（伊仙町長）

「自治体と闘牛サミット」

４．尾崎孝宏・西村明（鹿児島大学法文学部）

「闘牛と「周辺一周辺」ネットワークの形成」

５．総合討論

最近の出版物

南太平洋研究（SOUTHPACIFICSTUDIES）Vol､28,Ｎo1,2007

ＫＯＢＡＲＩＴ.，ＫＯＢＡＲＩＹ・ａｎｄＫＯＧＡＳ：PossibleUnderestimationofChlorophyllaMeasurementsfbr

SubtropicalPhytoplanktonCommunitybythePigmentExtractionandtheFluorometric

Determination

HIDAKAT・ａｎｄＫＡＲＩＭＭＡ.：FloodingToleranceofSugarcaneinRelationtoGrowth，Physiologyand

RootStructure

MORSＥＺ.：ＤｅｎｔａｌＡｎｘｉｅｔｙｉｓＶｅｒｙＨｉｇｈｉｎＴｈｅＲｅｐｕｂｌｉｃｏｆＫｉｒｉｂａｔｉ

ＦＵＬＡＮＤＡＢ.，ＯＨＴＯＭＩＪ.，ＭＵＥＮＩＥ.，ＮＺＵＫＩＳ.，ＭＵＡＳＡＪ.，ＭＵＴＨＡＭＡＣ・ａｎｄＨＯＳＳＡＩＮＭＹ.：A

PreliminaryAssessmentoftheGreenSeaTurtleCheloniaMydasPopulationanditsForaging

GroundtheKilifICreek,Kenya
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お知らせ

多島圏研究センターは｢多烏城における小島膜の自律性｣というプロジェクトを現在行っています｡

平成19度は2つの調査研究を行っています｡

1)科学研究費補助金　基盤C (ミクロネシア環礁域生態系における環境変動の影響を類

型化するための定量的調査)をもとにミクロネシア連邦ポンペイ州(平成19年度)とヤッ

プ州(平成20年度)において学際研究を行っています｡

_〟_t L_-で'- ′●◆､､"t

義:豊と

一本釣りの漁師(モキール環礁)
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収穫されたヤム芋(ポンペイ本島)

2)硫黄鳥島･与路島において学術調査を平成19年6月18日-22日に行いました｡

(h哩://cpi.kagoshima-u. ac.jp/prqj ect-iwotoh.html)
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